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徒然草から生きるヒントを貰おう

　つれづれなるままに日くらし硯に向かひて、心にうつりゆくよしなし事をそこはかとなく書きつくれば・・・で
始まる徒然草は誰もが知る古典文学ですが、序段の先の内容をじっくり味わったことはありましたか？
　
７月１９日、　‟兼好法師の「人生の教師」とも言える言葉の数々に、朗読と解説を通して耳を傾けよ
う”　という「徒然草を読む」講座が焼津市の小川公民館で開かれ、学生時代以降ほとんど触れること
のなかった私も、今だからこそ学べる事も多いのかもしれない、と伺わせて頂きました。　受講室いっぱいの
参加者で、同じ思いで来た方も多いのかしら、と思いながら聴講が始まりました。

　　　　　　　徒然草の構成一覧（講座資料より）

つれづれなるままに・・という通り、思うことをあれこれ書き留めた随筆であることはご存知の通りですが、こ
の一覧を見ると、どんな内容で構成されているのかが一目でわかり、各段の内容一つ一つが興味深く感
じられます。　思わず読んでみたくなりませんか？
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　古典文学というと、つい遠ざけたくなる方もいると思いますが、昔の教科書の様な訳や解説だけでなく、
とても読みやすい様々な現代語訳の本が出ています。

　講師をされた土橋通先生は、今回浜松市出身の嵐山光三郎さんの訳を多く紹介して下さいました。　
「かげの声」という形で解説がされ、より内容が身近に感じられます。　橋本治さんの「絵本徒然草」は、
週刊誌に「マドギワ語訳・徒然草」として掲載したものに、手を入れ直してまとめたもので、漫画の挿し絵
入りです。　他にも書店や図書館で見て頂くと、沢山の現代語訳本がありますので、自分に馴染むもの
を探したり、あれこれ読み比べて表現の違いを楽しむのも面白いと思いました。　

　先生が抜粋したものを読んでくださった中で、私の印象に残ったのが５９段と１４０段です。

５９段は、　「大事なことを成し遂げようと思ったら、今心に引っかかっていることがあり、それが中途半端
であったとしても、雑事はすべて捨ててしまうべきです。これを済ませてから・・あれをちゃんとしておかないと
他人に笑われてしまうから・・時間は掛からないのだからこれを終わらせるまで慌てることはない・・・などと
考えている内に、雑事はどんどん増えていき、結局何もできずに一生を終わってしまう人が多い。火事で
逃げる人は暫く待ってみようなどとは言わず、命が大事となれば何を差し置いても逃げる。命は限りある
ものだから、人の気持ちを待っていてはくれないよ。」　というものです。　しないことの言い訳ばかりで本当
にしたい事を何もせずに終わってしまうのは虚しい・・。　確かにそうです。
　　
　そして１４０段は、「死んだ後に財産を残す様なことを、賢い人はしない。つまらないものを蓄えておくの
も見苦しいし、価値のあるものなら、それに執着していたのだろうと思われて情けない。何より遺品が多い
のは傍迷惑だ。私が貰おう、などという人たちがいて、死後に争っているのはみっともない。死後に譲ろうと
思う物があるなら、生きている内に譲っておくべきだ。普段必要な物はあってもよいが、それ以外の物は
何も持たずにいたいものだ。」　というもの。　物が溢れる現代の「終活」と同じような事を、７００年も前に
提言していたのですね。時代は変わっても行き着く考えは変わらない・・・ようです。

　今は新しい情報を次々取り込むことに、疲れさえ感じてしまう程ですが、今を生きる私達にも通じる考
えがあちこちに見られる「徒然草」を紐ときながら、生きるヒントを貰う・・・という時間を過ごすのも、ゆった
りとした味わいがあっていいですね。　いかがでしょうか。

志田榛北地区担当生きがい特派員　増田昌江
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